
このたびは、ニデックコンポーネンツ製品をお買い上げ
いただき、ありがとうございます。ご使用のまえに、この説明書
をよくお読みになり、正しく、最適な方法でご使用下さい。
尚、この取扱説明書は、大切に保管してください。

製品のお問い合わせ先：

本社／〒160-0023 東京都新宿区西新宿7-5-25 西新宿プライムスクエア
TEL：03-3364-7071（代表）　FAX：03-3364-7091
URL：https://www.nidec-components.com
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正しくお使い下さい

薄膜型半導体圧力ゲージ

取扱説明書　Ver.3.0

PG-20
CEマーキング（EMC指令）

ＰＧ-２０の適用媒体は、ＳＵＳ３１６Ｌを腐食させない気体および液体です。
電源には安定した直流電源を使用し、スイッチング電源などのユニット電源を使用する場合は、ＦＧ端子を接地してご使用下さい。
ＰＧ-２０と同じ電源ラインで使用するリレーやソレノイドなどの誘導負荷には、サージ電圧吸収素子（ダイオード・バリスタなど）を入れてください。
ケーブル配線は電源ＯＦＦの状態で行って下さい。また、誤配線しない様ご注意下さい。
高圧線や動力線との平行配線や同一配管でのご使用は避けて下さい。
布設工事では、ケーブルコネクタを本体から外した状態で配管/配線工事を行って下さい。
コネクタを接続したまま、ケーブルを２０Ｎ以上で引っ張るとコネクタが破損する場合があります｡
また、表示部は左右回転端以上に回わさないで下さい。回転トルク０.３Ｎ･ｍ以上で回すと、内部の回転止め機構が破損する場合があります。
本体外装の汚れを洗浄する場合、純水及びアルコール系溶剤を少量含ませた布で乾拭きし、決して内部には、洗浄液等が入り込まない様にして下さい。内部回路故障の原因
になります。
本製品は閉鎖型構造（ＩＥＣ規格ＩＰ４０相等）です。
それ以上の防滴/防水構造などが要求される環境や屋外では使用できません。
表示パネルの設定キーは、先端の尖ったペンや爪などで操作しないで下さい。
操作ボタンが破損し外れる場合があります。
圧力ポートに針金等の異物を入れないで下さい。
内部のダイアフラムを破損して正常な動作が得られなくなります。
継手シール部に触れたり、傷を付けないで下さい。シール性が損なわれ媒体が漏れる場合があります。
本製品は防爆構造ではありません。可燃性ガス雰囲気中では使用しないで下さい。
アナログ出力には電源ノイズが重畳している場合があります。ご使用には、ローパスフィルタ等の併用を推奨します。
ＥＭＣ対策として、電源のフレームグランドは接地してご使用下さい。
また、製品の継手ブロックは、金属配管等を通じて装置金属筐体に接続、又は接地して下さい。
雷サージ耐量の問題で、屋外またはケーブルを３０ｍ以上に延長して敷設することは出来ません。
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⑩

⑪
⑫
⑬
⑭

警告

警告

警告

本製品（圧力センサ・圧力SW・圧力ゲージ・圧力インジケータ・漏液センサ等）は一般産業用部品として設計・製造されたものです。よって取扱いは充分な知識・経験
を持った人が各製品のカタログまたは仕様書および取扱説明書に記載されている条件・環境を確認し、お客様が使用される機械・装置・システムに本製品の適合性
をご確認の上、安全性を確保した上で使用してください。

本製品は、特に高信頼性が要求される用途（原子力制御・航空宇宙・軍用を含みますが、これらに限られません。）への使用を意図しておりません。保証内容は納入仕様書に記
載のとおりとし、当該仕様書に合致しない設備や機器（制御システムを含む）への使用（以下「違反使用」といいます。）についてお客様に損害が生じたとしても、弊社は一切責
任を負いません。
また、お客様が本製品を転売された場合において、第三者による違反使用によって第三者に損害が生じたとしても、弊社は一切責任を負わないものとし、仮に当該違反使用に
関して当社が第三者に対して損害賠償その他名目の如何を問わず金銭の支払いを行った場合には、弊社はお客様に対し、その全額について求償できるものとします。

警 告
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仕様

内部回路ブロック図（型式例：PG-20-103R-＊＊W2）

指示方式
定格圧力
最大圧力
気 密 性
適用媒体
電源電圧
消費電流
絶縁抵抗
耐 電 圧
表示方式
回 転 角
表示精度
温度特性
応 答 性
回 路 数
出力方式
SW容量
残留電圧
応　　差
動作表示
保護機能
繰返精度
温度特性
応 答 性
回 路 数
出力方式
出力範囲

ゼロ出力（大気圧）
フル出力
出力精度
温度特性
応 答 性
接続継手
センサ材質
継手材質
表面粗さ
パーティクル
動作温度
動作湿度
保存温度
耐 振 動
耐 衝 撃
高温放置
低温放置
耐 湿 性
圧力サイクル
CEマーキング

保護構造
コネクタ
製品質量
付 属 品

圧力仕様

電源仕様

圧力表示

スイッチ出力

アナログ出力

接圧部

環境条件

耐環境特性

その他

　　（G）　0.0～0.5MPa,（R）-0.1～0.5MPa
　　（G）1.00V／4.00mA,（R）1.67V／6.67mA
　　（G／R）5.00V／20.00mA

　　（G）　0.0～1.0MPa,（R）-0.1～1.0MPa
　　（G）1.00V／4.00mA,（R）1.36V／5.46mA
　　（G／R）5.00V／20.00mA

0.5MPa
0.75MPa

1.0MPa
1.5MPa

項　　目 PG-20型式
圧力レンジ 502G/502R 103G/103R

ゲージ圧

5×10－12  Pa･m3  ／sec以下（Heリーク量）
SUS316Lを腐食させない気体および液体

２４ＶＤＣ±１０％（電流出力仕様）　／　１２～２４ＶＤＣ±１０％（電圧出力仕様、他）
３０ｍＡ以下（スイッチ／アナログ出力を含まず）

DC125Vにて50MΩ以上／リード線部一括と圧力ポート間
DC125V1分間（リーク電流5mA以下）／リード線部一括と圧力ポート間

3･１／２桁セブンセグメント赤色LED表示
270°（90°ステップ）

±1％FS（繰返し誤差、Lin.／Hys.を含む）
±0.1％FS／℃（0～50℃,25℃基準）

表示周期：4回／秒
型式選択（無し／1点（SW1）／2点（SW1,SW2））
型式選択（NPN／PNP）,トランジスタ･オープンコレクタ

30VDC at 100mA以下
１.２Ｖ（ＮＰＮ）／２.２Ｖ（ＰＮＰ）以下　ａｔ　負荷電流１００ｍＡ

0～300counts（可変）
各出力（2点）,緑色LED,ON時（点灯）

無し
±0.3％FS以下

±0.1％FS／℃（0～50℃,25℃基準）
可変（約2.5／25／250）ms

型式選択（無し／1点（白色リード端子：Vo／Ao））
型式選択（電圧出力：1-5V／電流出力：4-20mA）
型式選択（G：正圧範囲／R：連成圧範囲）

±１％ＦＳ　ａｔ　負荷抵抗（電圧出力：１ＭΩ以上，電流出力：２５０Ω）
±0.1％FS／℃（0～50℃,25℃基準）

1ms以下
型式選択（W1：1.5"W-Seal／W2：1.125"W-Seal）

SUS316L
SUS316L

Ｒａ：０.１５μｍ（Ａｖｅ．） ／ Ｒｙ：０.７μｍ（Ｍａｘ．）
0.1μm以上の粒子：ノーカウント（弊社検査基準による）

-10～50℃（結露無きこと）
35～85％RH（結露無きこと）
-20～60℃（結露無きこと）

10～500Hz振幅1.5mm／98.1m／s2  3方向各2時間
490m／s2  3方向各3回
70℃96時間無通電
-20℃96時間無通電

40℃90～95％RH240時間無通電
定格圧力範囲106 回無通電
ＥＭＣ指令：２００４/１０８/ＥＣ

適合規格：ＥＮ６１３２６-１：２００６，ＥＮ６１３２６-２-３：２００６
（ＥＭＩ：Ｃｌａｓｓ Ｂ，ＥＭＳ：Ａｎｎｅｘ ＢＢ）
閉鎖型構造（IEC規格IP40）
コネクタ式（ＪＳＴ製ＨＧコネクタ）

Ｗ１：約２００ｇ，　Ｗ２：約１１０ｇ　　（本体のみ）
取説, ケーブル（2m）, ケーブルホルダ

（■-Ｂ：表示単機能タイプ：回路省略）

■ -Ｐ２：２点スイッチＰＮＰ出力タイプ

ＦＧ：金属筐体

ＬＥＤ

負荷 負荷

圧力表示

主回路

■ -Ｎ２：２点スイッチＮＰＮ出力タイプ

圧力

ＳＷ表示ＬＥＤ×２

ＮＰＮ／ＳＷ出力回路セ
ン
サ

茶（電源１２～２４ＶＤＣ）

黒（ＳＷ１）

白（ＳＷ２）

青（ＣＯＭ．）

ＦＧ：金属筐体

ＬＥＤ
圧力表示

主回路圧力

ＳＷ表示ＬＥＤ×２

ＰＮＰ／ＳＷ出力回路

セ
ン
サ

負荷 負荷

茶（電源１２～２４ＶＤＣ）

黒（ＳＷ１）

白（ＳＷ２）

青（ＣＯＭ．）

※G（正圧）は特注品です。
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パネル機能説明

初期動作

操作手順

◆起動時の動作

◆パネルロックを解除します。

◆モードの切替

PG-20
M S

PG-20
M S

PG-20
M S

≪動作モード≫

Ⓜ＋Ⓢを同時に1秒以上押す

Ⓜを4秒以上押す

Ⓜを4秒以上押す

≪ゼロ点調整≫

≪スイッチ設定モード≫

Ⓜを1秒押す

①フィルタ設定
②SW動作設定
③圧力P1設定
④圧力P2設定
⑤応差設定

P1表示：（SW1動作,モード）状態

Ⓜボタン：（モード,桁）切替処理
P2表示：（SW2動作,モード）状態

コネクタ：（電源入力,スイッチ出力,アナログ出力）

表示部：（圧力,エラーコード,設定値）表示

Ⓢボタン：（パネルロックの設定/解除，設定値のインクリメント）処理

リード線端子接続
リ－ド

Ｎ． Ｃ．

Ｎ． Ｃ．

茶

青 ＣＯＭＭＯＮ

黒

白

 -BＷ２

ＳＷ２（ＮＰＮ／ＰＮＰ）

 -（Ｎ／Ｐ）２Ｗ２
電源入力（１２～２４ＶＤＣ±１０％）

 -（Ｎ／Ｐ）ＶＷ２

電圧出力（１－５Ｖ）

 -（Ｎ／Ｐ）ＡＷ２

電流出力（４－２０ｍＡ）

（型式例）ＰＧ -２０ -１０３Ｒ -＊＊Ｗ２

ＳＷ１（ＮＰＮ／ＰＮＰ）：スイッチ出力

型式

（２４ＶＤＣ±１０％）

■ -ＰＶ：１点スイッチＰＮＰ出力，電圧出力タイプ■ -ＮＶ：１点スイッチＮＰＮ出力，電圧出力タイプ

出力抵抗

１．５ｋΩ

■ -ＰＡ：１点スイッチＰＮＰ出力，電流出力タイプ■ -ＮＡ：１点スイッチＮＰＮ出力，電流出力タイプ

負荷

PG-20
M S

ＦＧ：金属筐体

ＬＥＤ
圧力表示

主回路圧力

ＳＷ表示ＬＥＤ×２

セ
ン
サ

茶（電源１２～２４ＶＤＣ）

黒（ＳＷ１）

白（Ｖｏ）

青（ＣＯＭ．）

出力抵抗

１．５ｋΩ

ＦＧ：金属筐体

ＬＥＤ
圧力表示

主回路圧力

ＳＷ表示ＬＥＤ×２

セ
ン
サ

負荷

茶（電源１２～２４ＶＤＣ）

黒（ＳＷ１）

白（Ｖｏ）

青（ＣＯＭ．）

ＦＧ：金属筐体

ＬＥＤ
圧力表示

主回路圧力

ＳＷ表示ＬＥＤ×２

セ
ン
サ

茶（電源２４ＶＤＣ）

黒（ＳＷ１）

白（Ａｏ）

青（ＣＯＭ．）

負荷

ＦＧ：金属筐体

ＬＥＤ
圧力表示

主回路圧力

ＳＷ表示ＬＥＤ×２

セ
ン
サ

茶（電源２４ＶＤＣ）

黒（ＳＷ１）

白（Ａｏ）

青（ＣＯＭ．）

負荷

１．起動直後、全表示が1秒間点灯します。（表示の異常確認が可能です。）
２．圧力検出動作に入り、SW動作状態／圧力等を表示します。
３．設定保護の為の、パネル操作を制限するパネルロック状態に入ります。

１．起動後は必ずパネルロック状態になりますので、パネル操作を行う場合、先ずパネルロックの解除を行う必要があります。
２．Ⓢボタンを長く押し、“PL”点滅→“PA”点滅に変わるまで押し続けますと、ロックが解除されます。
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ゼロ点調整

１．ゼロ点調整時に圧力がかかっていた場合、“E2”が点滅表示されます。
２．どちらかのボタンを押して、解除してください。
３．圧力ポートへの印加圧力を大気圧にし、もう一度ゼロ点調整を行ってください。

１．圧力ポートへの印加圧力を大気圧（圧力をかけない状態）にしてください。
２．動作モードでⓂとⓈボタンを同時に押します。ゼロ点調整に入ると “0A” が点灯します。

１．“0A”が点灯している状態で両ボタンを離します。
２．1秒後にゼロ点調整され、動作モードに戻ります。
３．調整、記憶されたゼロ点データは、電源を切っても消失されません。

◆ゼロ点調整を行います。

◆ゼロ点調整を終了します。

・圧力ポート開放時の圧力表示をゼロに調整します。但し、アナログ出力とは連動しません。

スイッチ設定モード

１．動作モードでⓂボタンを4秒以上押します。
２．スイッチ設定モードに入ると、現在の設定値を表示し1度点滅します。
３．Ⓢボタンを短く押すごとに、“F-0”～“F-2” までインクリメントし繰り返します。
　　フィルタ周期（F-0：2.5ms, F-1：25ms, F-2：250ms）
　　設定周期ごとの移動平均値で判定動作します。
★Ⓜボタンを1秒以上押すと、次の設定処理に移行します。
　更に、1秒以上押し続けますと、設定モードを終了し、動作モードに戻ります。
　但し、スイッチ出力の無い仕様の場合、次の設定処理には移行しません。

◆フィルタを設定します。

１．スイッチ動作設定モードに入ると、現在の設定値を表示し1度点滅します。
２．Ⓢボタンを短く押すごとに、“Ｓ-１～４”, “Ｃ-５～８”の順に表示し、これを繰り返します。
　　但し、１点スイッチ仕様の場合、“Ｓ-１,３”, “Ｃ-５,７”の順に表示します。
　 （Ｓ：セパレートモード, Ｃ：ウィンドコンパレータモード）初期設定： “Ｓ-１”
★同上。

◆スイッチ動作を設定します。

・フィルタ、スイッチ動作、圧力スイッチP1／P2、応差を設定します。

◆圧力スイッチP1を設定します。

動作は下図の4種類です。

PG-20
M S

PG-20
M S

PG-20
M S

PG-20
M S

PG-20
M S

注１．セパレートモードでは、P1設定とSW1、P2設定とSW2がそれぞれ対応して動作します。
注２．ウィンドC（コンパレータ）モードでは、SW1とSW2に共通の下限値（P1設定）、上限値（P2設定）で動作します。
注３．応差（H）は、SW1／SW2および動作モード共通の設定です。

１．圧力スイッチ設定モードに入ると、現在の設定値を表示し1度点滅します。左上のP1表示LEDが点滅し、P1設定に入ります。
　 　P1：セパレートモードのSW1側設定点／ウィンドコンパレータの下限値　工場出荷時の設定は “.500”です。
２．最小桁の数字が点滅し、設定桁を知らせます。
　　Ⓢボタンを押すと “0”～ “9” にインクリメントし、更に続けて押すと、連続してインクリメントします。
３．Ⓜボタンを短く押すごとに、設定桁が上位に移動しこれを繰り返します。
　　最上位桁では、（+1.／-1.／-0.／+0.）を設定します。
★同上。
　但し、１点スイッチ仕様でセパレートモードを設定する場合、Ｐ２設定処理が不要に付き次は応差設定モードに移行します。

PG-20
M S

モード
動作

備考

注1 注2 注1 注2

設
定
値

SW1出力
セパレート
H
○
○

L

○
○

A

○
○

B

○
○

H
○

○

L

○

○

A

○

○

B

○

○

ウインドコンパレータ

Ｐ1 Ｐ2下限　P1
上限　P2

下限　P1
上限　P2

セパレート ウインドコンパレータ
SW2出力 セパレートモード

H：応差、P1=設定1、P2=設定2

ウインドコンパレータモード
（H動作）

OFF

ON

-Pr Pr
H H

P1：SW1 P2：SW2

（L動作）

（A動作）

OFF

ON ON

-Pr Pr
H H

P1 P2

P1 P2

（B動作）

OFF OFF

ON

-Pr Pr
H H

P1≦P2　or　P1≧P2 P1≦P2-2H

ON

OFF

-Pr Pr
H H

P1：SW1 P2：SW2

出力

Ｓ-1
Ｓ-2
Ｓ-3
Ｓ-4
Ｃ-5
Ｃ-6
Ｃ-7
Ｃ-8
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設定保護機能（パネルロック機能）

◆圧力スイッチP2を設定します。

◆応差（Hys.）を設定します。

◆パネルロック機能について

トラブルシューティング
◆エラー時には次のように対処してください。

◆ロック機能の解除／セット

１．動作モードのパネルロック状態から、Ⓢボタンを4秒以上押し続け、“PL”→“PA”に点滅表示が変ったらボタンを離します。ロック機能が
解除され、動作モードに戻ります。

２．動作モードのパネルロック解除状態から、Ⓢボタンを4秒以上押し続け、“PL”が点滅したらボタンを離します。ロック機能がセットさ
れ、動作モードに戻ります。

SM
PG-20

PG-20
M S

PG-20
M S

PG-20
M S

PG-20
M S

１．圧力スイッチ設定モードに入ると、現在の設定値を表示し1度点滅します。左下のP2表示LEDが点滅し、P2設定に入ります。
　　P2：セパレートモードのSW2側設定点／ウィンドコンパレータの上限値　工場出荷時の設定は“.500”です。
２．最小桁の数字が点滅し、設定桁を知らせます。
　　Ⓢボタンを押すと“0”～“9”にインクリメントし、更に続けて押すと、連続してインクリメントします。
３．Ⓜボタンを短く押すごとに、設定桁が上位に移動しこれを繰り返します。　
　　最上位桁では、（+1.／-1.／-0.／+0.）を設定します。
★ 同上。

１．応差設定モードに入ると、現在の設定値を表示し1度点滅します。左上下のP1／2表示LEDが点滅し、応差設定に入ります。
　　（応差：スイッチ動作共通のヒステリシス設定量）初期設定 “.000”
２．最小桁の数字が点滅し、設定桁を知らせます。
　　Ⓢボタンを押すと “0”～“9”にインクリメントし、更に続けて押すと、連続してインクリメントします。
３．Ⓜボタンを短く押すごとに、設定桁が上位に移動しこれを繰り返します。ここでは、最上位桁は少数第一位です。
　　応差は“.000”～“.300”までが設定可能です。
★次の設定処理（フィルタ設定）に戻ります。同上。

・各設定条件が誤って変更されないように、パネル操作を制限する機能です。
・パネルロック状態では、ボタンを操作すると“PL”が数回点滅し、【ゼロ点調整】や【スイッチ設定】ができません。
・次の操作により、機能の解除／セットが可能です。但し、操作に関係なく起動後はパネルロック状態になります。

“E2”

“E3”

“E4”
“-H-”

起動時に全点灯しない
パネル操作ができない
P2設定ができない

・ゼロ点調整時に残圧があります。

・スイッチ動作ウィンドCモードの設定
が条件を満たしていません。
・故障（メモリデータ異常です。）
・検出範囲を超えています。
・何れかの点灯が切れています。
・パネルロック状態です。
・セパレートモードP2が設定できない。

・どちらかのボタンを押して解除し、残圧を無くしてか
ら、再度ゼロ点調整してください。
・どちらかのボタンを押して解除すると、設定モードに
入りますので、再設定してください。
・担当営業までご連絡下さい。
・異常ではありません。通常動作しています。
・担当営業までご連絡下さい。
・異常ではありません。操作手順をご覧下さい。
・スイッチ1点仕様の場合、設定できません。

対処内容エラー表示／現象
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外形寸法（mm）

保証および免責事項に関して

型式

PG-20-＊＊＊R/G-＊＊W1 PG-20-＊＊＊G/R-＊＊W2

◆PG－20外形寸法／付属品（ケーブルホルダ）使用例

PG-20-103 R-NV W1
① ② ③ ④

製品に関するお問い合わせ、ご意見は、お買い求めの販売店または弊社までご連絡ください。

継手ブロック仕様 : W2
1.125"W-Seal

継手ブロック仕様 : W1
1.5"W-Seal

Ｌｏｔ ．
８Ｙ １

Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ

Ｌｏ ｔ．
８Ｙ １

１０１０

ＰＧ－ ２０

ＭＰａ

ＰＢ
Ｔ

シース／絶縁体（ノンハロ、難燃性ポリオレフィン）
ＡＷＧ２６，ＵＬスタイル（２１１０１）
４芯ケーブル（φ３．７），Ｌ＝２０００±１００ φ２０±０．２

φ２４±０．２５０
±１
０

１５
±５

セ
ミス
ト（
５
）

ＭＰa

ロック付きコネクタ（ＧＨコネクタ／ＪＳＴ）

パネル（ＰＥＴ）

ポスト（９Ｔナイロン），ハウジング（ＰＢＴ）

熱収縮チューブ（難燃性ポリオレフィン）

１３ １３

１５
１５

□３８．１５±１．１５

１３ １３

ＳＵ
Ｓ

１３
５ｍ
ａｘ
.

１８
±０
.２

２２
±０
.２

８±
０
.２

４－Φ５．６（貫通）
ボルト脱落防止用Ｏリング装着
Ｓ５－７０（フジキン殿製） ＳＭ

表示部回転ロック機構
ラジアル（２７０°）

（□２８．５±０．２）

１０ １０

１０
.９

１０
.９

１６
±０
.２

６
.５
±０
.２

１２
７ｍ
ａｘ
.

φ１８±０.２

ラミネートシール（ＰＥＴ）

ラベル（ＰＥＴ）

皿ネジ（ＳＷＲＭ）
Ｎｉメッキ

ＳＭ
ＰＧ －２０

ケーブルホルダ（ＰＯＭ）

ケーブルホルダ使用例
設置後の整線にご使用下さい。

４－Φ４.４（貫通）
ボルト脱落防止用Ｏリング装着
ＣＷ－４０（フジキン殿製）

Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ

３．ＷＨＩＴＥ：ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ（４ ～ ２０mA）
２．ＢＬＡＣＫ：ＳＷＩＴＣＨ１（ＮＰＮ ３０Ｖ１００ｍＡ）

ＰＧ－２０－１０３Ｒ－ＮＡＷ２

４．ＢＬＵＥ：ＣＯＭＭＯＮ

１．ＢＲＯＷＮ：ＰＯＷＥＲ（２４ＶＤＣ±１０％）　
ＲＡNGE（ー０.１００～１.０００）MPaＲＡＮＧＥ（－０.１００～１.０００）ＭＰａ

ＢＲＯＷN：POWER（１２～２４VDC±１０％）

ＢＬＵＥ：ＣＯＭＭＯＮ

ＰＧ－２０－１０３Ｒ－Ｎ２Ｗ１

ＢＬＡＣＫ：ＳＷＩＴＣＨ１（ＮＰＮ ３０Ｖ１００ｍＡ）
ＷＨＩＴＥ：ＳＷＩＴＣＨ２（ＮＰＮ ３０Ｖ１００ｍＡ）

① 圧力レンジ・・・・・・

② 指示方式・・・・・・・
  （アナログ出力範囲）
③ 出力仕様・・・・・・・

④ 継手ブロック仕様・・・

502
103
G
R
B
N2
NV
NA
W1
W2

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

定格圧力（0.500MPa）
定格圧力（1.000MPa）
ゲージ圧（正圧）0MPa～定格圧力　　　※
ゲージ圧（連成圧）-0.1MPa～定格圧力　※
スイッチ出力（無）＋アナログ出力（無）
スイッチ出力2点（N：NPN／P：PNP）＋アナログ出力（無）
スイッチ出力1点（N：NPN／P：PNP）＋電圧出力（1～5V）
スイッチ出力1点（N：NPN／P：PNP）＋電流出力（4～20mA）
1.5"W-Seal
1.125"W-Seal

※③のアナログ出力が不要の場合、②指示方式ではＲ（連成圧）タイプをご指示下さい。

1）本製品の保証期間は、ご指定場所に納入後１年間とさせて頂きます。なお、ここでいう保証は納入された製品単体の保証に限るもので、電池などの消耗品についてはこの範
囲外とさせて頂きます。また各製品には、耐久回数（圧力サイクル）など定めているものがありますので、各営業所にご確認下さい。

2）保証期間中に本製品に弊社側の責による故障・損傷が生じた場合、その製品の交換又は修理を無償にて速やかに行わせて頂きます。なお、ここでの保証は、本製品単体の
保証を意味するものであり、本製品の故障により誘発される損害は、保証対象範囲から除外します。

3）次の項目に該当する場合、保証の対象範囲から除外させて頂きます。
　・故障がカタログ、取り交わした仕様書などに記載された以外の条件、環境、取扱いに起因する場合
　・納入後に弊社以外による改造・調整・修理がなされている場合
　・納入時における科学・技術に関する知見によっては予見する事ができなかった場合
　・災害等不可抗力に起因する場合


